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※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。
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一般社団法人　京都ボランティア協会
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3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2692600212-00&ServiceCd=320&Type=search
「高齢者生活支援施設きらら」の一角の当ホームでは、利用者の判断と行動を重んじ、何でも利用者に聞いてから
一緒におこなっています。また、地域との支え合いも良好で、米、野菜、果物、巾着、花などの寄贈のほか、冬場は
地域から除雪車を有償で貸出してもらっています。ガラス拭きや屋外の草引き、花壇の手入れなどにも地域の方の
協力があります。また、手作り食にこだわる当事業所にとって、食材の寄贈は非常に有難く、浮いたコストで昨今貴
重な葡萄、みかん、キューイなどの生のデザートを提供されています。さらに行事も充実し、併設の地域密着型特
別養護老人ホームと合同で、花見や運動会、焼き芋、餅つき大会、田植え、稲刈り、その藁を使ったしめ縄作りな
ど、利用者の活躍の場は多岐にわたります。在宅時に無表情だった方が入所後表情豊かになり、家族が驚かれた
例もあります。そうした日々の様子は機関紙きらら通信の紙面をいきいきと飾り、地域の240戸に配布されていま
す。一方、入居前からの主治医や法人の理事長の定期訪問診療や臨時の往診、さらに併設事業所との医療連携
により看護師の週1回の訪問及び緊急時対応があり、利用者は医療面でも安心です。

評価機関名

所在地 〒６００－８１２７京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町８３－１「ひと・まち交流館　京都」１階

訪問調査日 令和6年11月19日

所在地 京都府福知山市字行積141番地

自己評価作成日 令和 ６年１０月２０日 評価結果市町村受理日 令和７年１月２１日

 

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2692600212 当施設は山間部に位置し、自然豊かな環境の中にあります。居室からの景色も良く、敷地内にある桜、周
辺の田や山々の四季折々の風景を楽しむことができます。その様な環境の中、ご利用者は、畑仕事や草
むしりなど、自然に親しみながら生活をしています。また、ご利用者の多くが田畑をされてきた方であり、敷
地内の畑で季節の野菜作りや収穫、その他地元住民の方からいただいた新鮮な野菜を自らで料理し召し
上がっています。それらの仕事では、ご利用者自身が持っておられる能力、出来る事・得意なこと等を生か
しています。コロナ禍でしたが感染予防に努めながら、可能な範囲でご利用者の希望される場所やドライブ
に行く等、また、バーベキューや併設の特養とのイベント行事などを実施し、単調になりがちな日常生活を
楽しく、少しでも刺激を持っていただけるよう取り組んでいます。

法人名 社会福祉法人　五十鈴会

事業所名 グループホーム風花
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京都府　グループホーム風花

自己評価および外部評価結果  

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

法人理念を事業所内に掲示すると共に、施
設内研修時には理念の確認を行っている。
また、職員は理念実現のための、ユニット目
標、個人目標を作成するとともに事業計画
にも参画し、理念実現のため取り組んでい
る。

個人の尊厳保持などを謳った法人理念は季
刊紙「きらら通信」やホームページに掲載され
ている。事業所理念「施設入所が終わりでは
なく『希望の持てる生活』を目指します。」他1
項目は重要事項説明書に明記し、玄関や事
業所内にも掲示している。理念の周知徹底
のため、職員研修資料の冒頭に理念を書く
欄を設けている。

コロナウイルス感染予防のためボランティア
等の受け入れはしていないが、地域住民の
ボランティアグループによる草取りや窓掃除
などの協力を得ている。また、ご近所の方か
らの野菜の差し入れがあったりと交流が図
れている。きらら通信を地域に全戸配布す
ることで、入居中の知り合いの方などの施
設の様子が分かると好評をいただいてい
る。

町内会に入っているが、町内の役割は担って
いない。地域のお寺の研修に招かれ認知症
の話をしている。北陵コミュニティセンターの
公民館祭りにポスターやちぎり絵など利用者
作品を出品している。地域から米や野菜の寄
贈がある。民生児童委員協議会から花の鉢
を頂いている。保育園から運動会用の綱引き
の縄を借りている。

運営推進会議に参加している民生児童委員
や地域から働きに来ている職員を通して、
地域での問題や課題等を拾い上げ、相談が
あればいつでも対応できる状態であることを
お伝えしている。

今年度は2か月に1度の会議が中止になる
ことなく開催され、各事業所の報告、委員と
の意見交換が行われている。また、今年度
からは施設の取り組みなど具体的に資料を
活用し説明もしている。委員の中には特養と
グループホームの家族が参加されており、
その際にも意見や要望を聞きとり、サービス
の向上に努めている。

会議には自治会長や複数の地区の民生児
童委員、知見者、利用者家族などが参加さ
れている。普段の生活を動画で見てもらい好
評である。事故報告や今後のイベントなどの
報告もあり、参加された方には必ず一言いた
だくようにしている。運営推進会議議事録は
出欠を問わず、委員や職員、行政及び全家
族に配布している。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

運営推進会議には市の担当者や包括支援
センター担当者の参加があり、施設の状況
やサービスの質の向上への取り組みを伝え
ている。会議では各担当者と情報共有や意
見交換を通して良好な関係が保たれてい
る。

外国人介護人材定着支援金について、行政
と福知山市民間社会福祉施設連絡協議会の
加盟施設長と話す機会がある。事故報告書
や運営推進会議議事録を提出している。運
営推進会議に市の担当者の出席がある。介
護サービス相談員からの手紙に利用者が返
事を書いている。管理者が市の地域福祉推
進委員会に出席している。市役所の新規採
用職員の介護現場での研修を受け入れてい
る。

身体拘束廃止の勉強会を年に2回開催し、
その研修では事例検討も行い、利用者の尊
厳の保持を目指した支援に向けて取り組ん
でいる。玄関の施錠については、基本しない
方向で実施している。

指針を整備し、4事業所合同で高齢者虐待防
止・身体拘束廃止委員会を開催している。年
2回の全職員研修では、事前に職員が問題
提起をした中から事例検討のテーマを選んで
いる。夜勤者はZOOM研修の報告書を提出し
ている。玄関は施錠せず、閉じ込めない介護
をしている。

身体拘束廃止の勉強会や職員会議におい
て高齢者虐待についての学びを深めてい
る。研修ではグループワークを通して職員
同士で問題や課題の抽出、検討を行うなど
現場に即した課題解決に向け取り組んでい
る。
現在、利用者で成年後見人制度を活用して
いることもあり、職員は制度への理解はあ
る。また、様々な制度についてはパンフレッ
トやユニット会議を通して、学ぶ機会を設け
ている。
契約書重要事項説明書に基づき説明を行っ
ている。契約時等は一つ一つ丁寧に説明し
不安の解消に努め、納得のいった上で署名
してもらっている。

電話や面会時、また、2ヶ月に一度の運営推
進会議、利用者アンケート（年1回）、苦情箱
等において回収された意見や要望は戦略会
議等で検討され、ユニット会議、連絡ノート
など活用し、周知している。苦情やアンケー
ト結果については、きらら通信により家族に
発信している。

毎年のアンケート結果は広報紙に掲載して
いる。利用者の意見は普段から丁寧に聞き
取り、家族の「何を食べているのか知りたい」
などの意見には、食事内容をカラー写真で送
り改善している。現在も面会には慎重で、本
人の居室ではなく別室で実施している。個人
的な意見には、訪問や、文書の郵送などでも
対応している。

法人の方針もおありでしょうが、早く利
用者と家族が居室での面会を再開で
きるよう期待します。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

戦略会議やユニット会議等他、施設長が直
接声をかけ、職員の意見や提案を聞く機会
を設けている。法人本部による職員面談等
も実施され、それらの意見を集約し、運営に
反映している。

普段からリーダーや施設長が職員の意見を
聞いている。会議の前には「グループホーム
ユニット会議事前協議事項について」の用紙
に全員が課題を書き、会議の検討内容を決
めている。研修等に参加できないが、ぜひ出
席してほしい職員にはZOOM視聴で研修をし
てもらっている。希望休は毎月3日とれる。意
向を汲んでもらい働きやすいとの職員意見が
聞けた。

管理者は現場に足を運び、日々の職員の勤
務状態を知るとともに、ユニット会議への参
加、職員からの相談にその都度対応しなが
ら、職員の意見を集約し、働き易い環境整
備に努めている。相談以外にも個別面談と
は言えないが、随時声をかけ状況の把握に
努めている。
研修の一覧表を作成し、また職員の研修参
加の有無を把握し管理している。施設内研
修はまだまだ充実していないが、各委員会
での研修やミニ研修会、介護情報などを配
布、または回覧し、介護の質の向上に努め
ている。
管理者や職員は福知山民間社会福祉施設
連絡協議会や研修会など他施設との交流を
図っている。その様な機会を通して意見交
換や情報収集を行いながら、自施設のサー
ビスの質の向上に努めている。

施設見学時や初回面談日（訪問）には、本
人とゆっくりと話をしながら、利用者理解を
深め、現在の困りごとや不安などを聞き取っ
ている。また、今後の生活についてその都
度、利用者の情動に配慮し、敬愛の念を
持って対応している。

施設見学や初回面談日（訪問）に家族から
時間をかけて希望・要望、悩み事を聞き取り
ながら、施設での今後について展望が持て
るように説明し、安心感を持てるように対応
することで、信頼関係の構築に努めている。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ケアマネジャーや他事業所と情報交換をし
ながら、本人と家族等が納得がいくような
サービスが受けられるよう支援している。

利用者は調理や洗濯物たたみ、草取りなど
の家事や軽作業を自分のできる範囲内で積
極的に取り組んでいる。利用者は役割意識
を持ち、社会の一員として職員と共に暮らし
ている。
コロナウイルス感染が発生した場合のリスク
を鑑み、当法人では面会制限をまだ設けて
いる。面会は電話予約、面会時間（15分）は
状況により延長もしている。日頃の様子は
手紙や電話でお伝えし、その時々に必要な
支援について家族と一緒に考えている。例
えば、本人に必要な物や家族の写真を持参
していただく。また、状況によっては家族か
らの手紙や電話などでの声かけなど、職員
ではできない関わりの支援をお願いしてい
る。

コロナウイルス感染症が5類に移行された
が、面会制限継続中であるが柔軟に対応し
ている。現在はアクリル板を通しての面会、
電話またはリモート面会を通じて関係性が
途切れないようにしている。コロナウイルス
感染状況を見ながら自宅で過ごしていただく
機会を作ったり、家族に自宅で過ごす事や
家族との買い物の提案をしたりしている。

家族や、京都市内の友人の面会がある。事
業所として個人の買い物外出は殆どできてい
ないが、家族との外出や外泊は情勢を見な
がらではあるが可能である。携帯電話使用
の手助け、電話の取次ぎもしている。ちぎり
絵の得意な方は家族に手製のはがきを送っ
ている。歌、昼夕のパタカラ体操、洗濯物畳
みやモップかけ、調理、職員が持ってきた花
を活けるなど、皆何かをされている。園芸の
好きな方は農園の畑仕事や、職員の畑の芋
ほりに行っている。大きなプランターで稲を育
て、米を収穫し、その藁で正月のしめ縄を
作っている。鍼灸師の依頼ができ、ホールに
チラシを貼っている。各担当が家族に近況を
送っている。きらら通信にＱＲコードを設定
し、情報を得やすくしている。利用者の絵、編
み物、ちぎり絵の作品は北陵コミセン祭りに
出品している。また、利用者の絵は額に入れ
て事業所の廊下に飾っている。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

常に職員間で情報を共有し、利用者一人ひ
とりの特性を理解するとともに、食堂の席順
などの工夫や自然と集まり会話ができるよう
な環境作りをしている。利用者同士が仕事
や、レクリエーションなどの共同作業を通し
て関係性の構築に努めている。

サービスが終了後であっても、家族からの
電話での問い合わせや相談があった場合
は対応している。

入居前の面談や入居時等、利用者との会話
や関わりの中から、意向や思いを聴きとると
共に、利用者の身体状況や今の様子から推
察されるニーズを明確にし、本人や家族の
意向に沿えるよう努めている。

「何をしましょうか？」「何が食べたいです
か？」と利用者に聞き、レクリエーションや献
立を決めている。編み物の好きな方は職員と
出かけて好きな毛糸を選び、ユニットの買い
物の同行を買って出た方には支払いを経験
してもらっている。誕生日は本人の好物で
祝っている。

入居前の面談、面会時や、サービス担当者
会議、利用者や家族、前任のケアマネー
ジャー等から情報収集を行うことで利用者
像の把握に努めている。
日々のケース記録（パソコン）、ケース用紙
にて毎日のモニタリング　食事摂取量　排泄
表等に記載している。また、その月の様子を
担当が評価記録している。それらを、職員間
で情報共有することで、利用者の現状を把
握し、小さな変化も見逃さないように努めて
いる。
ユニット会議にてカンファレンスを行い、ケア
プランにつなげている。また、情報収集用の
シート（必要と思われる支援内容）にてユ
ニット職員全員、特養の看護師からも意見を
もらい、介護計画書に反映させている。状況
に応じ理学療法士や管理栄養士にも相談
し、意見をもらっている。できる範囲で家族
に来訪頂き、本人の状況、援助内容につい
て話す機会を作っている。

アセスメント用紙は介護計画とともに概ね1年で更
新し、その間の変化は日付け入りで赤ペンで追記
している。併設事業所のスタッフも含め、多職種の
コメントから「必要と思われる支援内容」を導き出
し、介護計画作成前にも家族から同意書をもら
い、本プランを作成している。介護計画の長期目
標を1年、短期目標を6ケ月とするが、変化に応じ
て随時計画を変更している。各担当が毎月モニタ
リングした結果を介護支援専門員が2ケ月ごとに
評価表に記入している。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

ケース記録（パソコン）　やケース用紙に毎
日記入し、職員間で共有している。ケース用
紙にはケアプラン（支援の方針）やケアの実
施のチェック、レクの内容や様子を記入し、
情報共有や評価に繋げている。また、利用
者の支援の変更事項等は連絡ノートに記載
し、情報共有に努めている。

誕生日や行事等には、季節の物や利用者
の食べたい物の希望を聞き提供している。
また、コロナウイルス感染状況を考慮しなが
ら、工夫を凝らし個々のニーズに対応してい
る。

地域資源が活用できるよう、様々な情報は
収集しているが、地域の公民館行事や地元
のイベントへなかなか参加できない状況が
ある。毎年秋には芋ほりに出かけ地域の
方々と交流が図れた。地域情報を施設内の
掲示版に掲載している。

入居前のかかりつけ医を基本継続とし、受
診、または訪問診療にて対応している。訪
問診療の方は訪問診療時職員も同席してい
る。受診の方は基本家族対応となっている
が、受診時には家族に近況をお伝えしたり、
必要に応じ、現在の状況や医師に伝えたい
事柄を書いた用紙を家族に渡したり、職員
が受診に同行したりしている。

8名が入所前からの主治医(2医療機関)の訪
問診療を月2回受けている。１名は家族とか
かりつけ医を受診される。眼科等には職員が
同行している。訪問歯科の利用者もおられ
る。歯科衛生士の資格を持つ職員が主となり
口腔ケアをおこなっている。併設の特別養護
老人ホームの看護師が週1回訪問する他、
必要時の協力体制が整っている。鍼灸師の
紹介もしている。夜間は基本的に管理者がオ
ンコールに対応し、必要時には併設の特別
養護老人ホームの看護師と連携を図ってい
る。

急変時または、必要に応じ、特養の看護師
へ相談し、対応してもらっている。看護師は
日々のケース記録や週1回の来訪にて利用
者の状況把握に努めている。看護職と介護
職は互いの気づきなど意見交換を行った
り、看護師からアドバイスをもらっている。ま
た、内服薬の管理をしてもらっている。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

入院時には情報の提供を行い、入院中は家
族や地域連携室とまめに連絡を取り、状況
の把握や情報共有に努めている。また、退
院時には家族の意向の確認や風花の受け
入れ体制等を含め相談を行い、早期に退院
できるよう努めている。退院時カンファレンス
の参加、地域連携室と連絡を取り合い情報
共有している。

入居時には看取りに関する指針や終末期
の対応についてなど、書類と共に説明し家
族から意見や意向を聞き取っている。また、
同意書等ももらっている。援助内容について
家族と話す際、今後重度化された場合につ
いてグループホームでできる対応について
や他の施設への検討等についても確認して
いる。

「看取り介護に関する指針」をもとに家族に説
明し、どこでどのように最期を迎えたいかを
事前確認書で聞き取っている。本人等の希
望と諸条件が合えば看取りは可能であるが、
現在看取りの方はいない。過去にグループ
ホーム内で1名の看取りをおこなったことがあ
る。職員会議で看取りの資料を配り、
YOUTUBE視聴も併用して研修をしている。

安全衛生委員会の勉強会やAED使用法動
画などを通して、救急救命講習会の参加を
通して、実践的な対応ができるようにしてい
る。また、ユニット会議においても急変時の
対応について話し合ったりしている。

日中、夜間想定避難訓練を年に１回ずつ実
施している他、BCPにおける訓練として、備
蓄品の提供やグループホーム単体での垂
直避難訓練を実施した。併設の特養との協
力体制の元、災害時の避難についての協力
体制は築けている。ただし、自治会等との連
携・協同については今後の課題である。

年に2回、日中、夜間を想定して併設事業所
と合同で避難訓練を実施している。8月に日
中訓練を、6月には単体での訓練を実施して
いる。また、3月にも合同で予定している。消
防署の立ち合いはないが、地すべり地域に
指定されているため垂直避難訓練をしてい
る。消防署からＡＥＤを借り、ＷＥＢ研修も交
え看護師の指示のもとに心肺蘇生の研修を
している。水消火器による実地訓練もおこ
なっている。職員に消火器の設置場所の周
知を徹底し、防災のテストに出題し、管理者
が採点とコメントをしている。各居室に避難時
の1日分の荷物を準備している。備蓄は併設
事業所の栄養士が管理している。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

施設内での身体拘束や高齢者虐待等の勉
強会の中で学びを深め、発生案件について
は実際に現場で聞かれている言葉がけや
事例を通してグループワークを実施し、その
中で対応の振り返りや検討などを行ってい
る。勉強会で検討された対応方法について
は、勉強会に参加出来なった職員にも周知
を行うために、ユニット会議等にて勉強会で
話し合われた内容を伝えている。

身体拘束防止や高齢者虐待防止の勉強会
の中で、プライバシーと接遇の研修をおこ
なっている。職員全員に周知するように、勉
強会の参加者はユニット会議で伝達研修をし
ている。入浴時には脱衣場のドアは開けず、
職員は別の入り口から入るように心掛けてい
る。居室は開放時に外から見えないように暖
簾をかけている。

普段の会話の中から、利用者の要望を聴き
取り、言葉がけの中でも利用者が日々の生
活において自己決定してもらえるよう努めて
いる。また、１～２ヶ月に1回の訪問販売時
には、自身で好きな物を選んでいただける
ように支援を行っている。

食事時間、消灯の時間は大まかには決まっ
てはいるが、利用者一人一人の生活スタイ
ルを尊重し、本人が過ごしたい場所で過ごし
ていただけるよう思いをお聞きし職員の都合
を押し付けないような支援を心掛けている。

毎月ヘアーサロンの訪問がある。利用希望
の有無の確認や利用の際には、利用者一
人一人にお好みのヘアスタイルなど確認を
している。利用者は毛染やカットの時間を楽
しまれている。また、職員は毎朝整容（洗
面、髪の毛を梳かす、化粧水等を塗る）や自
分の着たい服を選んでもらえるよう支援して
いる。

利用者一人ひとりの力に合わせ、食材の
「皮むき」や「カット」をしてもらうなど、やりが
いや楽しみを持って参加できるよう支援して
いる。また、食事の箸の準備や片付け、食
器洗いなども積極的に協力してくれている。

食事メニューは利用者と決めている。現在は全員
普通食で、食材は地産地消を基本とし、他に利用
者とカタログを見て配達を頼んだり、業務用スー
パーの利用もしている。週3回朝はパン食にしてい
る。行事食では、おせち、恵方巻、花見弁当などを
楽しむ。忘年会の鍋料理や庭でのバーベキューで
は、上質の肉とノンアルコールのビールなどで盛
り上がった。誕生日には寿司のテイクアウトもあ
る。畑で穫れた芋は焼き芋に、餅つきの餅は正月
の雑煮に入れ季節を感じている。利用者は積極
的に調理等に参加されている。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

毎月体重測定の実施。また食事量を記録
し、各個人の残食も観察し必要な方につい
ては、代替え食品を提供する等の個々に応
じた提供に努めている。水分量については、
記録してはいないが、どのくらい飲まれてい
るかを日々職員間で伝達し、脱水にならな
いようにこまめな水分提供をしている。ま
た、ユニット会議には特養の管理栄養士も
参加し、食事等についての意見をもらってい
る。
食後の歯磨き、義歯の洗浄などの声かけを
行い、また支援が必要な利用者には付き添
い、口腔内の清潔が保てるよう努めている。
また、義歯は週２回洗浄剤を使用し、清潔
の保持に努めている。

一人ひとりに応じたパッド選びと、排尿・排
便間隔の把握に努め、個々に応じた声かけ
やトイレへお誘いするなど、トイレでの排泄
を実施している。紙パンツ→布パンツに変更
になられた方もいる。

9名中8名が布パンツで、1名が紙パンツで過
ごされている。自立の2名以外、大半が入所
後紙パンツから布パンツに移行されている。
職員はさりげなくトイレ誘導やパット交換の声
掛けや支援をしている。夜間も紙パンツに頼
らず日中と同じ排泄用品を使用されている。

排便の状態を観察し、必要な方には看護師
と相談し服薬調整を行っている。また、薬剤
に頼るのみでなくオリゴ糖の摂取や運動量
も増やしたり、水分摂取量にも注意してい
る。

入浴は基本週2回を目安とし、朝の9時～夕
方17時までの間で大まかに入られる方は決
まっているものの、本人の思いをお聞きし、
できる限り、利用者の入浴希望の時間帯等
に沿えるように努めている。希望があれば、
週3回も対応している。

基本は週2回の入浴で、3回だった方も「しん
どい」と言われ、今は入浴2回と足浴をされて
いる。大きめのお風呂に浸かり、職員とゆっく
り会話している。入浴時間は本人の選択を尊
重している。前日に利用者と用意した着替え
を脱衣室に置いている。職員から頂いた柚子
で柚子風呂をすることもある。現在入浴拒否
の方はおられない。

概ねの消灯時間は決まっているが、基本的
に利用者の個々の思い思いの時間を過ごし
ている。また、居室内にて快適に過ごせるよ
う、職員が訪室し利用者の希望を聞き、窓を
開けたり、エアコンで室温調整等を行ってい
る。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

薬剤情報書を管理し、変更等があった場
合、記録に残し職員と看護師で情報を共有
し利用者の様子観察をしている。

日常生活の関わりの中から、利用者の楽し
みや得意なことを尋ねるなど、利用者の
持っている能力の把握に努めている。そし
て、得意な事や好きな事に取り組めるよう環
境作りを行っている。大正琴をされる方や、
編み物をされる方、絵を描かれる方などが
おられる。

施設の敷地内であるが、毎日夕刊を特養の
玄関まで取りに行かれるなど散歩を楽しま
れている。また、職員の人員などの都合は
あるものの可能な範囲内で外出の支援を
行っている。家族の協力の元、ご自宅でゆっ
くり過ごされた方もおられた。

個人でお金を所持されている方が1名おられ
るが、使われていることはない。しかし、訪
問販売や外出時に使う機会はある。外出時
に買い物へ行かれた時には、施設の立替金
を入れた財布をお渡しし、支払いをしていた
だく場面を作った。

現在は職員配置の関係で全員での外出は難
しくなってきているが、事業所の買い物に同
行してもらったり、受診の帰りにソフトクリー
ムを食べに寄ったりしている。又自宅に帰ら
れる方もある。牧駅や五十鈴荘(特別養護老
人ホーム)の花見、与謝野町の親水公園、大
江町の才ノ神の藤公園などに行っている。職
員宅の芋ほりにも行っている。毎月の移動販
売車や移動図書館を覗く楽しみもある。

携帯を持参されている利用者もおられる。自
由に電話や手紙が書けるような環境作りに
努めており、家族に手作りの絵手紙を送ら
れた方もおられる。
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京都府　グループホーム風花

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

共有空間については、清潔感が保てるよう、
整理整頓に努めている。季節に応じた作品
作りを行ったり、会話を通して季節感を感じ
てもらっている。そして、職員や利用者同士
の会話を楽しめる和やかな雰囲気作りに努
めている。

広いリビングダイニングにはテーブルが3卓
置かれ、続きの間は畳敷きで、本棚やソ
ファ、テレビが置かれている。しかし、利用者
は庭の見える廊下のつきあたりの談話室に
集まることを好まれる。リビングや廊下の壁
には、塗り絵、貼り絵、習字、額入りの絵画な
どの利用者作品が飾られている。花や野菜
づくりのボランティアのおかげで屋外の美化
も進み、談話室からの景観もよい。掃除は職
員と利用者とでしている。利用者はボーッと
過ごすことがなく、自分の出来ることを考えて
行動されている。

居室の入り口に表札を掲げ、トイレ戸には
「トイレ」トイレ内の電気スイッチには「電気」
と分かるように紙を貼っている。また、夜間
には足元灯を点灯するようにして、安全に移
動できるように配慮している。

穏やかに過ごしていただけるよう、一人ひと
りを観察し、利用者の意見も考慮しながら隣
同士で会話が弾むような席順を考え決めて
いる。談話室での読書や利用者同士での会
話であったり、居室にテレビを設置するな
ど、個々の時間作りと居場所づくりを行って
いる。

入居時には、家で使っておられた馴染みの
物を持参してもらい、利用者と家族と一緒に
考え配置している。また、家族との写真や誕
生日会の時にお渡しする職員からの手作り
色紙を飾ったり、ご自身で作られたお好み
のパズルや、家族が描かれた絵などを飾っ
ておられる方もいる。居室が殺風景にならな
い様に本人の希望を聞きながら居心地の良
い空間となるよう努めている。

入り口には重厚な木製の表札と長のれんが
かかっている。居室は洋・和室の二間続き
で、障子で仕切られている。洋間には鏡付き
の洗面台があり、化粧品、歯ブラシなどを置
いている。大方は奥の和室にベッドを置かれ
ているが、洋間側にベッドを置き、和室に炬
燵を置いている方もある。寝具類やテーブ
ル、椅子などを家から持って来られ、壁に面
会時の家族写真、本人が完成させたパズル
などを飾っておられる。居室で終日絵を描い
ている方もおられる。それぞれの部屋に本人
らしさや生活感が息づいている。
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